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質問回答

2016年 3月 22日
「160309_ITS実務課題別研修にかかる実施支援」
（公示日：2016年 3月 9日／公示番号：160020）について、業務指示書に関する質問と回答は以下のとおりです。
通番号 当該頁項目 質問 回答

1 業務指示書別紙 P6 第 3 (1)業務工程
計画

及び

貴機構「コンサルタント等契約におけるプ

ロポーサル作成ガイドライン（2013年 11
月版）様式」

「ただし、現地業務については、原則とし

て配置期間を実線で表示すること。」

現地セミナー開催地など具体的なことについて

は調査実施中に確定することになります。国によ

って祝祭日、選挙、社会文化的事情が大きく異

なるため、現時点で日程を確定することが困難

です。そのため、提案書の様式３「要員計画」に

ついては、現地調査期間を点線（当該期間中に

おいて部分的に業務に従事する期間をのべ人月

で記載）とし提案することは可能でしょうか。

ご質問の通り、日程の確定ができないことか

ら、現地調査期間は点線で表示してください。

2 業務指示書別紙 P3 第 2(6) （ア）「現地
セミナー実施効果が高いと考えらる国を

2か国程度選定する。」

2か国程度選定するとありますが、1年毎に 2か
国、3年間で合計 6カ国と理解してよろしいでしょ
うか。また、その場合、1年目と 2年目で、同じ国
で行うことも想定してよろしいでしょうか。

合計 6 か国とご理解ください。同じ国で行うこと
は望ましくありませんが、関係者との議論の結

果優先度が高いといった場合、同じ国で実施す

ることも想定されます。

3 業務指示書 P5 第 7 別見積りについ
て

業務指示書別紙 P7 第3 （6）見積り作
成上の留意点

業務指示書 P5 第 7 には「（○）航空運賃及び
エクセス料金については、別見積りとしてくださ

い。」と記載あります。

一方、業務指示書別紙 P7 第 3 （6）見積り作
成上の留意点には「現地業務に係る経費の見積

りは本件プロポーザル提出時の見積に計上の必

要がない」旨の記載があります。

つまり、現地業務に係る航空運賃は見積に計上

別見積りの提出は必要ありません。
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通番号 当該頁項目 質問 回答

する必要が無い為、本件プロポーザルでは別見

積りの提出をしなくて良いという理解で宜しいで

しょうか。

4 業務指示書別紙 P7 第3 （6）見積り作
成上の留意点

業務指示書別紙 P2 第 2 （6）1）(e)企
業訪問等への同行および研修員支援

業務指示書別紙 P7 第 3 （6）見積り作成上の
留意点には「国内業務に係る直接経費は本件プ

ロポーザル提出時の見積に計上する」旨の記載

があります。

一方、業務指示書別紙 P2 第 2 （6）1）(e)には
国内作業として、「研修実施時の企業訪問等に

同行する」旨の記載があります。これらの国内作

業に必要な経費（企業訪問の同行に必要な交通

費など）は、東京大学生産技術研究所によって

実施される別途業務のスケジュールによるもの

であり、現時点では不明な為、本件プロポーザ

ル提出時の見積には計上をしなくて良いと言う

理解で宜しいでしょうか。

プロポーザル時には見積り計上は必要ありま

せん。

5 業務指示書別紙 P2 第 2 （6）1）(d)カ
ントリーレポート発表会およびグループ

ディスカッションへの参加・補助

左記に「①グループ分けについて研修実施関係

者と協議・相談のうえ最終決定する」とあります

が、この最終決定者とは誰になるか、御教示下さ

い。

最終決定者はＪＩＣＡです。

6 業務指示書別紙 P2 第 2 （3）5）日本
の ITS技術テキストを取りまとめる
業務指示書別紙 P4 第 2 （6）3）a)日
本 ITS技術テキストの編集・作成補助

業務指示書別紙 P2 第 2 （3）5）に「日本の
ITS 技術テキストを取りまとめる」旨の記載があ
ります。

一方、業務指示書別紙 P4 第 2 （6）3）a)には
「日本の ITS 技術テキストの作成にかかる補助
を行う」とあります。

ご指摘の通り、取りまとめ自体は国土技術政策

総合研究所等関係機関が主体となり進めて行

くものです。テキストに必要な情報や資料提供

を行うとともに一部案の作成にも携わって頂き

ます。また業務成果として携わって頂いた部分

に関し、成果品（「ファイナルレポート」の一部と
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通番号 当該頁項目 質問 回答

本件業務で調査団は、国土技術政策総合研究

所等の関係機関が作成する日本の ITS 技術テ
キストに必要な情報提供を行うものであり、同テ

キストの取りまとめ自体は同関係機関が実施す

るという理解でおりますが、宜しいでしょうか。よ

って、成果品にはこの日本 ITS技術テキストは含
まれないと理解しております。

して）としてご提出頂きます。

以 上


